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宮城県における都道府県がん診療連携拠点病院の取組状況について  

宮 城 県   

当県では，都道府県がん診療連携拠点病院である県立がんセンター及び東北大学病院が，それ  

ぞれの機能・特長を活かした役割分担及び相互協力を行うことにより，「全県的がん診療体制」の  

構築に取り組んでいる。現在の取組状況について，以下にて報告する。  

【橙能分担】  

＊県内のがん診療連携拠点病院で組織する「宮城県がん診療連携協議会」において，県全体のが   

ん診療体制に関する取組を実施。  

＊同協議会に分野ごとに部会を設置し，それぞれの分野の課題検討や研修等を実施。  

亘∃  県立がんセン   

O「放射線治療部会」，「緩和ケア医療部会」の主宰。  

垣北亘苧病疇  

O「化学療法部会」の主宰。  

【取組状況】  

口放射線治療に関する研修の実施  

・医師，看護師，放射線技師等，各職種を対象とした放射線治療に関する研修の実施。（7回／   

年）  

ロ県内の放射線治療体制の整備に係る検討・調整  

・県内の限られた放射線治療施設数，放射線治療医数の現状の中で，放射線部会において，拠   

点病院を中心とした全県的な治療体制に関する検討，情報交換を実施。（放射線治療医の配置，   

病院間による音台療の連携等。）  

口化学療法チームの指導・育成  

・県内病院における化学療法体制の整備のため，チーム単位（医師・看護師・薬剤師）での，   

実地を含む研修の実施。（4戸］／年）  

□化学療法の質の向上及び標準化促進  

・東北大学病院において作成した信頼度の高い標準プロトコールを県内の病院と共有し，県内   

における化学療法の質の標準化を推進。（東北大学病院ホームページにて，46種類のプロトコ   

ールを公開。今後も継続して追加公開していく予定。）  

・県内の化学療法を実施している病院における治療の質の向上を図るため，実地指導を実施。   

（10箇所／年）  

□東北がんネットワーク・化学療法専門委員会  

・東北大学病院の代表が，「東北がんネットワーク」（平成20年8月設立）において，「化学療   

法専門委員会」の委員長に就任。   

→今後，東北地方の病院における化学療法の質の向上及び標準化の促進に向けたネットワーク   

づくりを進める。  
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ケア医療分野に  関ずる取  

□宮城県緩和ケア研修会  

・「がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会」として，緩和ケア医療部会による企画・検   

討のもと，県内統一プログラムによる「単位型」研修を実施。各がん診療連携拠点病院が主体   

となって，年間7回の研修を実施予定。  

※より多くの医師が参加できるよう「単位型」による開催とし，第1回研修として，県立が  

んセンターが開催済み。  

口緩和ケア病棟での看護師研修  

・県立がんセンターにおいて，県内の各病院で緩和ケアに従事する看護師を対象として，緩和   

ケア病棟における実習を含めた研修を実施。（7回／年実施）  

※県事業  ロ緩和ケア従事者研修   

・医師，薬剤師，看護師，ケアマネージャー等，がん診療に関わる各職種を対象として，緩和  

ケアに関する知識・技術の向上のための研修を実施。  

（13回／年実施）  

□在宅緩和ケア支援センター  ※県事業  

県立がんセンター内に「宮城県在宅緩和ケア支援センター」を設置。（平成20年3月開設）  

＊在宅緩和ケアに関する相談の受付。  

＊県内の「在宅療養に関わる施設」（在宅療養支援診療所，訪問看護ステーション）について，  

がん患者への対応状況，体制等に関する調査を実施。  

→調査結果を各がん診療連携拠点病院の相談支援センターや市町村等に提供し，在宅緩和ケ  

アに関する情報のネットワーク化を推進。  

□在宅緩和ケア推進会議  ※県事業  

・宮城県内における在宅緩和ケアの推進及びネットワークの構築等に関する検討を行うため，  

在宅緩和ケアに関係する職種等によって構成する「在宅緩和ケア推進協議会」を設置。（本庁及  

び各保健所で，12回／年開催。）   

＊本庁：県内全域での在宅緩和ケアネットワークの構築に向けた検討。   

＊保健所‥各地域ごとにおける在宅緩和ケアの推進及び問題点等の検討。   



㊥「東北がんネットワーク」による東北レベルでの化学療法部門におけるネットワーク  

を構築し，県内外における化学療法の標準化，情報共有体制の整備を進める。  

療 重要  緩和ケア医   

◆できる限り多くの医療従事者が，緩和ケア医療に関する知識や技術を習得することが  

できるよう，県立がんセンターを中心として県内の拠点痛院が連携しながら計画的に研  

修を進めていく。   

→宮城県緩和ケア研修会，緩和ケア病棟での実地研修，その他緩和研修の継続実施。  

◆在宅緩和ケアをより一層推進するため，各地域における在宅緩和ケア推進協議会によ  

る各地域のネットワークの構築，強化を進める。  
◆在宅緩和ケア支援センターの情報収集，情報提供体制を強化し，県内全体としての在  

宅緩和ケアネットワークの整備を推進する。   

→各拠点病院の相談支援センターとの連携強化。  

東北がんネットワーク  

○東北地方のがん医療の底上げと地域間格差の解消を目指し，東北各県のがん診療連携拠点病院等が参   

加し，情報交換・意見交換を通じて，がん医療水準の均てん化を推進するための取組を推進していく   

ために設立された，東北地方全体レベルでのネットワーク。  

O「放射線治療」「化学療法」「緩和医療」「がん患者相談室」「地域連携パス」「がん登録」の専門委員   

会を設け，それぞれ各分野の課題について，東北6県で情報交換，課題の検討等を専門的に行う。  

※上記専門委員会においては，県立がんセンターが「がん患者相談室」，東北大学病院が「化学療法」  

の専門委員会の取りまとめ機関となり，それぞれの分野のネットワーク体制整備を主導していく。  

【楼能分担】  

県立がんセ  

○地域がん登録の取りまとめ。  

○県内における院内がん登録の推進に向けた指導，普及啓発。  

東北大学病院  

○地域がん登録におけるテ一夕収集，分析等への協力。  

【取組状況】  

ロ宮城県がん登録管理事業  ※県事業  

・県立がんセンター，東北大学病院，（財）宮城県対がん協会の三者の協力による地域がん登録  

の実施。  

ロがん登録啓発事業  ※県事業  

・宮城県立がんセンター，（財）宮城県対がん協会が協力し，がん登録の必要性，重要性の啓発  

を実施。（ポスター，チラシの作成等）  

欒県事業  ロがん登録実務者育成事業   

・県内病院における院内がん登録の促進及びがん登録実務者育成のため，県立がんセンター研  
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究具により，実務者向け研修会の実施。また，各病院での実地指導の実施。（研修＝1回／年，   

実地指導：10箇所／年）  

□がん登録実務者会議  

・各拠点病院におけるがん登録実務担当者が参加し，院内がん登録の実施及び地域がん登録へ   

の協力等について情報交換等を実施。（1回／年）  

（今後の取組）  

◆地域がん登録の精度向上に向け，その基礎となる院内がん登録の実施病院の増加，既  

実施病院における精度向上のため，県立がんセンターが中心となり，実務者研修，実地  

指導，普及啓発を継続して実施する。  

◆現在，県立がんセンターが中心となって行っている，地域がん登録に関する分析，評  

価等について，拠点病院を中心とした県内病院全体での情報共有・課題の検討を進め，  

登録精度の向上を目指す。  

【機能分担】  

県立がんセンター  

○がん専門病院を活用した人材育成・教育。  

東北大学病院  

○大学の教育機能，大学間ネットワークを活用した人材育成・教育。  

【取組状況】  

□東北がんプロフェッショナル養成プラン（平成19年度～）L  

・東北大学，山形大学，福島県立医科大学が連携・協力し，がん医療専門者養成のための教育   

プログラムを展開。（「腫瘍専門医コース」「コメディカルコース」「インテンシブコース」を設   

置）  

・特に，放射線治療医，がん薬物療法専門医等，不足する専門医の育成に力を入れ，継続的に   

育成するとともに，プランを通じての研修受入や医師派遣，プラン修了者の県内病院への配置   

等，人材交流を活発化し，県内におけるがん医療の標準化，均てん化を推進する。  

・平成20年度から東北大学インターネットスクール（ISTU）を活用した講義を導入〔，   

より効率的な受講を実現。  

※平成20年度入学者数（東北大学分。入学予定者含む。）  

＜腫瘍専門医コース＞   

放射線腫瘍学（1名），がん薬物療法学（5名）  

＜コメディカルコース＞   

がん看護学（1名），放射線治療学（2名），薬物療法学（1名）  

ロ各種セミナーの実施   

○宮城県立がんセンターセミナー（※放射線治療，手術等の分野）  

・県立がんセンターと宮城県がん診療連携協議会が連携し，がん医療における最新情報等に関  
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するセミナーーを実施。（6回実施）  

○東北大学病院がんセミナー（※化学療法，がん看護等の分野）  

・東北がんプロフェッショナル養成プランと宮城県がん診療連携協議会が連携し，がん医療に  

おける専門的なセミナーを実施。（7回実施）  

□がんにおける質の嵩い看護師育成研修  ※県事業  

・がん患者に対する看護ケアの充実を図るため，各がん診療連携拠点病院の連携により，がん  

専門分野における臨床実践能力の高い看護師を育成するための研修を実施。（県立がんセンター，  

東北大学病院，他2病院。合計13人を受け入れ）  

（今後の取組）  

○県内における質の高いがん医療専門者の養成を推進するため，東北がんプロフェッシ  

ョナル養成プランや各種研修等による人材育成を推進するとともに，同プランと県内各  

病院との連携協力体制の強化を進める。（各病院医師のプランへの参加促進，実地研修へ  

の協力等）  

争現在実施している県立がんセンター及び東北大学病院による公開セミナーや各種カン  

ファレンス等について，より広く県内全域のがん医療従事者が参加できる体制づくりを  

進める。  

r」′三組本学靡院：帥rJとした．全県域での人材育成・教育和紙体制の柑し  

【権能分担】  

匝立がん盲ラ享∃  

○県内の相談支援センターやその他の病院間との情報共有・ネットワーク化の推進。  

○県内全域での患者，家族支援の充実のための取組。  

○がん患者及びその家族を含む県民に対する情報発信の推進。  

東北大学病院  

○大学病院間のネットワークを活かした最新のがん診療に関する情報収集及び発信。  

○院内を中心とした患者，家族支援の充実のための取組。  

【取組状況】  

□相談支援センター機能整備事業  ※県事業  

・がん診療連携拠点病院の整備が困難であり，相談支援センターが設置されていない県内の空  

白医療圏において，当該医療圏の中核的病院内に相談支援センター機能と同等の機能を有する，  

サポートセンターを3箇所に設置。  

※県事業  □相談支援従事者研修   

・相談支援センターの相談員を対象に，資質向上のための研修を実施。（2回／年）  

※県事業  □がん患者・家族サポート推進事業   

・がんに関する情報発信，相談支援の在り方について，患者会等と協働で検討を行う会議を開  

催。（2回／年）  
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ロ相談支援センター担当者連絡会議  

・各相談支援センターの相談員による情報交換，相談支援の在り方等に関する検討を実施，（2   

回／年）  

ロー般向け公開セミナー等による情報発信  

・県立がんセンターが，一般県民を対象に実施。（7回／年）  

ロ東北がんネットワーク・がん患者相談室専門委員会   

→県立がんセンター代表が，同委員会の委員長に就任。今後，東北地方における相談支援・情   

報発信のネットワークづくりを推進する。  

（今後の取組）  

◆がんに関する情報発信・相談支援の重要性が高まる中，相談支援施設の拡充，相談員  

の研修実施等により，県内全体としてのがん相談支援体制の整備を総合的に進めていく。  

◆県立がんセンターが中心となって，相談支援センター間の情報交換，ネットワークづ  

くりを進めるとともに，がん患者や家族等と協働して，情報発信，情報提供の在り方を  

検討していく。   

当県のがん診療体制では，仙台医療圏を中心とする，「圏域を越えた全県的な連携体制」の構築  

を進めているが，その中で，都道府県がん診療連携拠点病院である県立がんセンター及び東北大  

学病院が，全県的に果たす役割は非常に大きく，今後も，それぞれが分野ごとの連携・機能分担  

を行いながら，がん診療体制の整備を総合的に推進していく。   

特に，県立がんセンターは，県全体における「情報・ネットワークの拠点」として，現在進め  

ている相談支援及び在宅緩和ケアの全県的ネットワークの構築，情報収集・情報発信を含めた患  

者支援の取組を推進していく。   

また，東北大学病院は，「人材・教育の拠点」として，「東北がんプロフェッショナル養成プラ  

ン」を中心とした，大学の教育機能・ネットワークを活用した人材育成を進めるとともに，あわ  

せて人材交流や情報交換，臨床指導等を通じて，全県的ながん医療の均てん化・標準化をさらに  

進めていく。   

今後の当県のがん診療体制整備に当たっては，宮城県がん診療連携協議会を中心とした両病院  

による連携・協力に基づく取組はもちろん，こうした機能分担とそれぞれに特化した取組をさら  

に推進することにより，各分野における全県的な体制整備を実現していく。   



宮城県のがん診療連携拠点病院の体制  

■ ■ ■ ■  円 鼠 ■ ■ 1 幽 ■  

東北大学病院  宮城県立がんセンター  

○大学病院としての専門的ながん医療の推進。（高度な治  
療．柿ながんの治療．治験・臨床試験の推進。）  

○地域がん登録への協力。院内システムの開発・推進。  

○大学の研究・教育機能を活用した県内医療機関への専  

門的教育・指導。東北がんプロフエツショナル養成プラン等．  

がん専門医療者の育成。  

○大学間ネットワーク等を活用した．県内外の広域的なネッ  
トワークの推進及び県内医療機関への情報提供。（東北が  
んネットワーク等）  

○県内唯一のがん専門医療機関として．広範にわたるがん  
医療の推進。（わが国に多いがんの進行がんの標準的治  
療．集学的治療に重点）  

○地域がん登録の統括，院内がん登録標準化・精度管理。  

○県内医療機関に対する実地を含めた研修の実施。東北  
大学病院での研修への協力・連携。  

○相談支援．在宅緩和ケア支援，患者支援等，県内のがん  
情報のネットワーク化の推進。がん診療情報施設ネットワー  

クの活用。  

連携・協力  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

＝  

1  

■  

■  

■  

■  

■  

工  

■  

■  

◆ 
●  

宮城県がん診療連携協議会  

○県内のがん診療連携体制整備に関する検討・情報交換。  

○診療支援に関する調整，計画的な研修の実施．指導■教育。  

○県内の院内がん登録データの分析・評価。  

○がん情報に関するネットワーク推進に関する検討。  

地域がん診療連携拠点病院  

・地域のがん診療の中核病院として，標準的治療・集学的治療の実施。（我が国に多いがんの早期診断治療に重点。）  

・地域の医療機関への診療支援，指導，教育の実施。相互協力による地域連携ネットワークの推進。  

仙台医療圏  

仙台医療センター   

県南部・中央部を中心とした．周辺地域の中核  

■ ■ 山 ■ ■ ■ ■ ■ ■  

情報提供・情報共有   診療支援・指導．連携  く工〉  
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東京都  
（東京都より当日持ち込み予定）  
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福岡県  
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がん診療連携拠点病院現況報告意見書  

福岡県   

福岡県は、昨年度策定した「福同県がん対策推進計画」に基づき、2つの福岡県がん診療  

連携拠点病院（以下「県拠点病院」という。）と13の地域がん診療連携拠点病院（以下「地  

域拠点病院」という。）を中心として、高度ながん医療の提供及びがん医療の均てん化を由  

ることとしている。また、これらの取組については、福岡県がん対策推進協議会の意見を睦  

まえて進めているところである。  

1 福岡県がん診療連携拠点病院．  

0 九州がんセンターは、福岡県がん診療連携協議会の事務局として当協議会を設置・道   

営し、本県におけるがん診療連携拠点病院（以下「拠点病院」という。）を統括する役   

割を担っている。また、地域連携クリテイカルパスの整備に向けて、県医師会などとも   

連携しながら主体的に取り組んでいる。  

○ 九州大学病院は、様々な医療従事者対象の各種研修会を計画的に開催しており、中で   

も、院内がん登録実務者研修会については、拠点病院以外の医療楼関にも参加を呼びか  

けるなど、院内がん登録の普及にも取り組んでいる。  

また、がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会については、各拠点病院の開催   

状況の把撞及び実施担当者派遣を含めた調整を行っており、県内におけるがん専門医療   

従事者の育成の面から主体的に関わっている。  

○ これら2つの県拠点病暁は相互に協力し合いながら、拠点病院の指定を受けて間もな  

い医療横関も多い本県の拠点病院の中において、先駆的・指導的役割を果たしていると   

考えられるこ特に、がん診療連携協議会においては、互いに役割分担しながら3つの専   

門部会を設置し、専門部会の下部組織であるワーキングチームについても積極的に開催   

することなどにより、本県におけるがん医療提供体制の充実を図っているところである。  

福岡県がん診療連携協議会  
（事辣局：九州がんセンター）  

地域連携・情報（九州がんセンター）  がん登録（九州がんセンター）  教育・研修（九州大学病院）  

ワーキングチーム  ワーキングチーム  ワーキングチーム  

り也域連携バス検討会（九州がんセンター）  

＊地域連携緩和ケア検討会  

ヰ相談支援検討会  

＊院内がん登録研修会（九州大学病院）  

■がん登録分析評価部会（九州がんセンター）  

＊娃和ケア研借換討会（九州大学病院）  

♯看護師育成研修チーム（九州大学病院）  

＊コメディカル研修検討会  

院内がん畳技研停会（九州大学病院）  

＊ ♯九大病院がんセミナー（九州大字病院〉  

＊がん診療連携協議会  

＊国立がんセンター院内がん登録室  ＊地域；圭携研究会  ＊九州がんプロ  

－1－  
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2 地域がん診療連携拠点病院  

○ 本県の地域拠点痛院は、二次医療圏を単位を念頭に置き、県内を4つ（福岡、筑後、   

筑豊、北九州の4圏域）に分けたブロック単位で整備することにより、がん医療の均て   

ん化を図っているところである。  

○ がん診療に携わる医師に対する痙和ケア研修会の開催においては、各ブロック内で今   

年度内に開催する拠点病院を決め、そこでの経験をいかしてブロック内の他の拠点病院  

で開催することとしている。研修開催病院については、緩和ケア研修検討会にて調整を  

因っている。  

○ 加えて、県主催の在宅緩和ケアに関する薬剤師研修会を各ブロック単位で開催する予  

定で、地域拠点病院の緩和ケアチームの医師は研修会講師として関わることとしている。  

この研修会を契横に、各ブロック単位での定期的な研修会の開催へつなげていきたいと  

考えている。  

○ また、拠点病院の指定要件が見直されたことを受けて、平成20年11月に各拠点病  

院の現状把握及び指定要件充足に向けての指導等を行うため、拠点病院の実地調査を実  

施することとしている。  

－2－  
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（別紙1）  

福向県型がん診療体制  
岡県がん診療連携拠点病院  

割＞・地域がん診療連携拠点病院間の連携、調整機能   

，緩和ケアの推進機能   
・がん登録の推進機能   

・教育、研修機能  

2病院による   

先駆的でより高度ながん医療の推進  

九州大学病院   

○がん専門医療従事者の育成t研修  

■がんプロフェッショナルの養成  

・教育・研修専門部会の運営  

・院内がん登録研修会の開催  

・緩和ケア研修検討会の開催  

○臨床研究の推進  

t治験ネットワークシステムの整備  

九州がん也ンター   

○福岡県がん診療連携協議会の設置■運営  

○がん登録の推進  

・がん登録専門部会の運営  

・がん登録分析評価部会（ワーキンク7－ム）の開催  

○緩和ケアの推進  

・地域共通の緩和ケア依頼書の開発普及  

○地域連携クリテイカルパスの整備  連携協力体制   

調整・支援  

域がん診療連携拠点病院  

＜役割＞・質の高いがん診療の提供  

・地域の医療機関に対する研修、診療支援  

・情報提供、相談支援  

ブロック単位の整備による   

がん医療の均てん化  

北九州7ロ・yウ  

・北九州市立医療センター  

・九州厚生年金病院  

・産業医科大学病院  

筑豊7ロ，γウ  

・飯塚病院  

・社会保険田川病院  

筑綺7ローYウ  

・久留米大学病院  

・聖マリア病院  

・公立八女総合病院  

・大牟田市立総合病院  

福岡7ロ・yウ  

・九州医療センター  

・済生会福岡総合病院  

・福岡大学病院  

・福岡東医療センター  

質の高いがん診療の提供  

情報提供、相談支援   技術支援  

＝二〉＞   

3  

地域の医療機関  



分野別の碑紐  平成ZO年度（昨年度地点病院椎脚寺の予定）   平成20年度（進捗状況）   平成24年度（目標）   

1 放射線療法及び化学療法の  ①放射線療法及び外来化学療法の実施に向けた桐整・支援   ①国立がんセンターへの研修派眉   ①全拠点病院における放射線療法及び外来化学療法の実施  
推進並びに底頗従事者の育成  ①国立がんセンターヘの研僻派遣   ②県拠点病院（九州大学病院）による研櫨の実施   ①専門的ながん診療を行う医師の増加  

②県拠点病院による地域拠点病院に対する研修の実施   ・がんセミナー：今年度5回開催予定   ②県拠点病院における．がん専門的医療従孝老の実地研修の定期的実施  

③地域地点病院による地域医療機関に対する研修の実施   ・コメディカルスタッ7がん医療研修会：今年度4回開催予定  ③がん専門医師等の地域拠点病院等への派遣によるがん診療水準の向上  

盃  ④がんプロフェッショナル♯成プラン実施   ・がん有税に関わる者l斐師育成研修：40El間  
③がんプロフェッショナル慈成プラン実施  

占  

2 緩和ケアの推進   ①拠点病院における、織和ケアに携わる医掠従事者への研修の実施   ①がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会の開催  ①治療の全段階において．切れ目のない碩和ケア治療を受けることができる環境の睦肺  
施  例）緩和ケア指導者研修膵丁者による研修   （今年度5つの拠点病院にて開催予定）   ②全拠点病院のがん診病歴師の穏和ケアの基本的知緻の習得（研修修了等）  

緩和ケア病棟を有する拠点病院での実地研修   ②研修・教育部会の緩和ケア研修検討会における①の倹柑・調整  （∋全拠点病院において披和ケア外来を開設   

飛  ②拠点病院の緩和ケアチームによる出漁指導の実施   ③県拠点病院仇州がんセンター）を中心とした、緩和ケア診療依  ④全拠点病院において綾和ケア診療加算を算定できる緩和ケアチームを設匿  
（劃県拠点病院（九州がんセンター＝こおける、ほ和ケアコンサルテーション  頼薔の普及   ⑤県拠点病院（九州がんセンター〉 における、緩和ケアコンサルテーションの実施  

④県拠点病院仇州がんセンター）を中心とした、援軸ケア診環依頼蓄の普及  ・（がん医療地域連溝研究会における依頼春草入後の評価）  （む緩和ケア実施医療瀾瀾lこおける，抜和ケア診療依輪雀の普及  

3 がん登綿の経過   （か各拠点病院における院内がん登録の集約に向けた蟻準化の経過   ①国立がんセンターが実施する院内がん登録実技者の研修派遣  各拠点病院における院内がん登録の集約（九州がんセンター）  

（∋国立がんセンターが実施する院内がん登録実務者の研修派遣促進   進   （∋全拠点病院において、院内がん登録実搭者研修條7音の配置  

③院内がん登録実務者の連絡会の開催   ②院内がん発緑部会における実務者研修会の実施  ③院内がん登録夷活着の連絡会の定期的開催  
（年間5回開催予定）  

1 医療用開の塩騎等   ①がん診療連娩拠点病院の機能強化く県2か所・地域13か所）   ①がん診療避湘処点病院用能強化事業の実施（県2か所・地域1  ①がん匿痢の均てん化による、箕の高いがん医療の提供  
（診がん診環機器盤瀾（リニアック、マンモコイル等）   3か所）   （診全拠点病院におけるリニアック、マンモコイルの盤折  

③5大がんの地域連朋クリティカルパスの拉僻   ②がん珍抒臓器拉困（リニアック1施設、マンモコイル3施設）  
③5大がんの地域達朋クリティカルパスの整備  
（地域連携パス検村会にて整備中）  

④拠点病慌実地網査（11月実施予定）   

Z がん歴痢に関する相槻支援  （Dがん対策情報センターによる相談支嬢センター相談月に対する研障弼遭促  ①がん対策情報センターによる相撒支援センター相談員に対する  ①拠点病院における相脱文揺体制の充実強化  
及び牌相場供体制の盤臍  進   研修派遣促進   ②全拠点病院において、相談支援センター基礎研修修了者の相談員の配匿  

（訓銅炎支援センター相挽員の連絡会の開催   （∋拠点病院及び相扱支援センタ「削こ㈲する幅広い周知   （訓巳扱支援センター相談員の連緒会の定期的開催  
③各拠点病院の専門分野や地域通朋価㈲状況、相膵支援センター時に関する  （がん征圧の典い．RlくBラジオ祭り）   喀）相絨支援センターにおける相扱件杜の増加   

幅広い周知  ⑤全拠点病院における、がん患者・その宗族への支援ボランティア等の受入  
服  ④拠点病院における、がん患者・その京城への支援ボランティア等の受入  

施  ①がん患者の在宅医療をふまえた療養支緩体制の構築   ①訪問薬局研修即業（在宅緩和ケア薬剤師研修会l／11、Z／15）  ①がん患者の在宅医療をふまえた療雉支援体制の構築  
（在宅医療ネットワーク推進モデル事業）   →穐点病院緩和ケアチーム医師が描蘭となる。   （診がん診療遥泄強化を目的とした地域関係相閲のネットワークの掴築  

賃  ②がん診療連携強化を目的とした地域関係相憫のネットワークの構築  ③全拠点病院に弔いて、地域在宅穏和ケア支楓肋ンファレンス執の実施体制の描法  
（診地域在宅根和ケア支援（カンファレンス等）の実施  G）訪問者膵の24時間連絡体制の整備  

4 がんの予防の推進   （D福岡県地髄胤佐計画の推進   ①福岡県健康増進計圃の推進   （9福岡県地脚曽進計画の目標達成  
①肝がんの予防   ②B型C型肝炎ウイルスの無料検査の実施   ②B型C型肝炎ウイルスの無料検査の実施   ②すべての肝炎ウイルスハイリスク音のウイルス検査終了  
②たばこ対策   ③ウイルス肝炎診療体制の塵肺   ③インターフェロン治療壁助成制度開始   （診ウイルス肝炎診療体制の睦附  

（∋食生活や運動などの生活  ④地域姉人会等の地域団体による普及啓発  （診がん予防に閲すろ普及啓発の充実  
習偶の改善の推進   く年間約25回開催予定）  

5 がんの早川発見の推進  ①がん検診実施体制強化モデル専業   ①がん検診実施体制強化モデル草葉の開始   （9がん検診受診率の向上  
①がん検診の質の向上  ②がん検診兼受診者対策の推進   ・精度管理システムの再構築   ②がん死亡率の減少  
②がん検診受診率の向上  （∋がん検診の綿度管理   ・草葉評価用調査票の作成   （診がん検診実施体刑のデータベース㈹唇と情報鳩供体制の盤僻  

④市町村に対する指導   ②市町村に対する指導（4／30・8／18研修会開催）   侶）がん検診の事業評価．精度管理の充実  
（9県民に対する普及啓発   ③県民に対する普及啓発（9／28女性がんフォーラム開催）  

6 がん研究の推進   ①濾阿県医師会による治廟支援（福岡県医師金治歓支援センター）   ①福岡県便師会による治験支援（福間県医師全治歎支凄センター）  ①給政美庖†棚びの塩原  

（診治験ネットワークの拭行（治噺ネットワーク福剛   ②XPO法人治験ネットワーク塙阿の設立   ②臨床研究の推進   

その他  （取乱同県がん診庶連携協濾会の投風速営（九州がんセンター）   ①鳩脚婦がん診療連携協班会の先腹及び開催  ①福岡県がん診療連携協絨会の定期的開催（九州がんセンター）   

（窮1回6／23．第2回10／20．第3回2月開催予定）  
②①の専門部会及びワーキングチームの設匿及び開催  
・研修・教育郎会  
・地域連携・情報部会  
・がん登録郎傘  

4   
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（別紙3）  

平成20年度がん診療連携拠点病院関係スケジュール   

項  目   4月   5月   6月   7月   8月   9月   10月   11月  12月   1月   2月  3月   

がん対策推進協言義会  
第1回  ′▼－  ′▼l●■  

（30日）  （11日）  （下旬）  

項  目  4月   5月   6月   7月   8月   9月   10月   11月   12月   1月   2月   3月   

県拠点病院   第1回  第2回  
がん診療連携協議会  第3回  

A  （23日）  （20日）  

緩和ケア研修  

．∠ゝ  

研修・教育専門部会  
検討会（8日）  

：エ＝  地域連携ハ■ス  地域連携ハス  
言轟  検討A（1日）  検討会（7日）  

等  第1回  
がん登録専門部会  

（3日）  

その他  
県拠点病院  
会害毒（14日）  

指  現況報告  様式送付  現況報告  実地調査  
定  

認定看護師  九州厚生年金   
（緩和ケア）  病院  

⊥    ll †望I  
がん診療に携わる医師  医療センター  ・九大病院  病院  
に対する緩和ケア研修会  （3／7～8）  

（12／6～7）   

初級者研修  
初級者研修  指導者研修  （後期）  

院内がん登録  
（前期）  （九がん）  指導者研修  

研  （九大）  

修  基礎研修く3）・ト  

要件及び県推 ）                                   相談支援  基礎研修（1）  
レーナー（九がん■  

基礎研修（2）  
薦分  九大・八女・北  

九州）  

化学療法チーム  緩和ケア  
その他  

（九がん）  指導者研修  

県薬剤師会  県薬剤師会と  在宅緩和ケア  
訪問薬局研修事業  

との打合せ  の打合せ  研修会（1／11）   

－・▲－   、 「▲1   
機能強化事業  

前年度実績  概算払い  

リニアック  報告   

補  
・11病院説  

助  遠隔画像診断  
明会（4／16）  

内示  交付申請  
・実施計画提  

金  交付決定  

マンモコイル  出  
一  
く」D  

診療情報ネットワーク  前年度実績   
報告  

一三   
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